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一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
で
紹
介
す
る
『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
の
書
』（Liber de 

philosophia Salom
onis, 

以
下
『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』）
は
、
九

世
紀
に
編
ま
れ
た
作
者
不
明
の
論
考
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
学
問
の
区
分
方
法
お
よ
び
個
々
の
学
問
の
性
格

で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
書
か
れ
た
九
世
紀
と
い
う
時
代
は
、
周

知
の
通
り
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
文
教
政
策

の
も
と
、膨
大
な
写
本
が
筆
写
さ
れ
た
期
間
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

「
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
文
芸
復
興
の

時
代
に
お
い
て
、学
問
教
育
も
復
活
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
た
が
、

他
方
で
、
そ
の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
樹
立
の
目
的
に
資
す
る
宗

教
的
教
育
で
あ
り
、
古
代
の
“
世
俗
的
”
学
問
観
と
キ
リ
ス
ト
教
の

調
和
が
志
向
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
論
を
俟
た
な
い
。『
ソ
ロ
モ

ン
の
哲
学
』
で
は
、
西
洋
社
会
が
継
承
し
て
き
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
以

来
の
学
問
論
と
、
キ
リ
ス
ト
教
黎
明
期
に
編
ま
れ
た
宗
教
的
な
学
問

論
が
、
教
父
た
ち
か
ら
の
引
用
を
主
と
し
つ
つ
も
、
一
部
改
変
を
伴

い
な
が
ら
独
自
の
形
態
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、「
カ
ロ
リ
ン
グ
・

ル
ネ
サ
ン
ス
」
期
に
知
ら
れ
て
い
た
学
問
に
対
す
る
様
々
な
見
方
の

綜
合
を
提
示
し
て
い
る
史
料
と
解
さ
れ
る
。

　『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
に
お
い
て
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
学
問
の
区
分
方
法
、
す
な
わ
ち
学
問
区
分
論
（divisio 

philosophiae

）
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
プ
ラ
ト
ン
と
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
そ
の
雛
形
が
確
立
さ
れ
た
、
の
ち
の
大

学
に
お
け
る
学
芸
学
部
の
分
類
に
通
ず
る
概
念
で
あ
る
（
１
）
。
ど
の
時

代
地
域
に
お
い
て
も
そ
う
だ
が
、
学
問
の
興
隆
す
る
と
こ
ろ
で
は

史
料
紹
介

『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
の
書
』（Liber de philosophia Salom

onis

）

　

阿
　
部
　
晃
　
平
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ま
ず
も
っ
て
個
々
の
学
問
の
あ
い
だ
の
領
域
策
定
が
問
題
と
な

る
。
古
代
ロ
ー
マ
は
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
帰
さ
れ

る
理
論
を
ラ
テ
ン
語
化
し
て
取
り
込
み
、
帝
国
が
衰
亡
し
た
後

も
、
そ
れ
は
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
（Anicius M

anlius Severinus 
Boethius, c. 477-524

）
の
『
ポ
ル
フ
ュ
リ
オ
ス
註
解
』

（Isagogen Porphyrii com
m

entorum

）
や
カ
ッ
シ
オ
ド
ル
ス

（Flavius Cassiodorus, c. 485-c. 575

）
の
『
聖
俗
学
問
綱
要
』

（Institutiones divinarum
 et saecularium

 litterarum

）、

イ
シ
ド
ル
ス
（Isidorus H

ispalensis, c. 560-636

）
の
『
語
源

考
』（E

tym
ologiae

）
な
ど
の
仲
介
を
経
て
中
世
へ
と
継
承
さ
れ

た
（
２
）

。
一
方
、ロ
ー
マ
が
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
を
吸
収
し
て
い
る
あ
い
だ
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
教
父
た
ち
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
学
問

区
分
論
を
基
礎
に
据
え
つ
つ
も
、
聖
書
の
内
容
理
解
と
信
仰
の
実

践
、
あ
る
い
は
世
俗
的
知
識
に
対
す
る
宗
教
的
知
恵
の
優
越
の
主
張

と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
そ
の
う
え
に
独
自
の
理
論
を
築
き
上
げ
て

い
た
。『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
聖
俗
両
方
の
理

論
が
並
列
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、と
く
に
オ
リ
ゲ
ネ
ス
（O

rigenes, 
c. 184-c. 253

）
と
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
（Johannes Cassianus, c. 

360-c. 435

）
か
ら
の
引
用
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
以
下

で
は
『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
に
現
れ
て
い
る
三
種
の
学
問
区
分
論
に

つ
い
て
、
順
に
概
観
し
た
い
。

二
　 

『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
に
現
れ
る
学
問
区
分
論

　
ま
ず
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
区
分
法
は
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
よ
る

も
の
で
あ
る
【
図
1
】。
古
代
教
会
の
も
っ
と
も
高
名
な
聖
書
註
釈

者
と
も
言
わ
れ
る
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
数
多
の
註
解
書
や
解
説
書
を
後
世

に
遺
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
彼
の
学
問
観
に
つ
い

て
詳
し
い
著
作
が
、『
雅
歌
註
解
』（Com

m
entarium

 in Cantico 
canticorum

）
の
序
文
で
あ
る
（
３
）

。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
理
論
は
プ
ラ
ト

ン
主
義
的
な
区
分
法
、
す
な
わ
ち
哲
学
を
自
然
学
（
希
：φυσική/

physica[phisica]

、
羅
：naturalis

）、
倫
理
学
（
希
：ήθική/ethica

、
羅
：

m
oralis

）、
論
理
学
（
希
：λογική/logica

、
羅
：rationalis

）
の
三
つ
に

大
別
す
る
方
法
に
立
脚
し
つ
つ
（
４
）

、彼
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
神
的
な
哲
学
」

（divina philosophia

）
を
、
自
然
学
、
倫
理
学
、
そ
し
て
観
想
学
（
希
：

ἐποπτική/epoptice

、
羅
：inspectiva

）
（
５
）
に
分
け
、
そ
の
代
わ
り
に
論
理

学
（
な
い
し
は
理
性
と
言
語
に
関
わ
る
学
問
と
言
っ
た
方
が
正
確
か
も

し
れ
な
い
）
を
第
四
の
学
問
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
６
）

。
さ
ら
に
、
彼

は
前
者
三
つ
の
学
問
知
識
が
ソ
ロ
モ
ン
の
著
し
た
と
さ
れ
る
「
箴
言
」

「
伝
道
の
書
」「
雅
歌
」
の
三
編
に
そ
れ
ぞ
れ
見
出
さ
れ
う
る
こ
と
を
指

摘
し
、
か
つ
論
理
学
は
聖
書
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る

と
述
べ
る
（
７
）

。
世
俗
的
な
三
分
法
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
キ
リ
ス

ト
の
神
に
関
す
る
学
問
を
措
定
し
た
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
学
問
観
は
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
学
派
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
少
の
改
変
を
被
り
つ
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つ
も
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
（H

ieronim
us, c. 347-420

）、
ア
ン
ブ
ロ
シ

ウ
ス
（Am

brosius, c. 340-397

）、
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（G

regorius 
M

agnus,  c. 540-604

）
ら
が
後
世
に
伝
え
た
（
８
）

。

　
二
つ
目
の
区
分
論
は
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
【
図

２
】。
彼
は
青
年
時
代
に
エ
ジ
プ
ト
で
修
道
生
活
を
送
っ
た
後
、
そ

の
砂
漠
で
の
経
験
を
西
方
世
界
に
伝
え
た
教
父
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
主
著
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
談
話
集
』（C

onlationes

）
の
第

一
四
巻
「
霊
的
知
識
に
つ
い
て
」（D

e spiritali scientia

）
に
お

い
て
、
霊
的
な
い
し
は
宗
教
的
知
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
（
９
）
。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
ソ
ロ
モ
ン
の
著
作
と
関
連
付
け
て
世
俗
的
知
識

と
宗
教
的
知
恵
の
調
和
を
説
い
た
の
に
対
し
、
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
は
と

り
わ
け
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
た
修
道
生
活
に
お
け
る
精
神
的
純
化

の
実
践
、
お
よ
び
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
学
派
の
流
れ
を
汲
む
聖
書

解
釈
の
理
論
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
的
な
区
分
法
、
す
な
わ

ち
哲
学
を
実
践
的
哲
学
（
希
：πρακτική/practica

、
羅
：actualis, 

activa

）
と
理
論
的
哲
学
（
希
：θεωρητική/ theoretica[theorica]

、

羅
：inspectiva, contem

plativa, speculativa

））
（1
（

の
二
部
門
に
大
別

す
る
方
法
に
当
て
は
め
、
両
者
を
真
の
知
識
（vera scientia

）
へ

と
至
る
霊
的
知
識
（spiritalis scientia

）
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る）
（（
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
実
践
的
哲
学
は
多
く
の
部
門
（professio

）

と
研
究
（studia

）
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
下
位
区
分
の
代
表
と
し

て
は
「
習
慣
の
矯
正
」（em

endatio m
orum

）
と
「
悪
徳
の
浄

phisica(naturalis)

ethica(moralis)
divina philosophia

epoptice(inspectiva)

logica(rationalis)

【図 1】オリゲネス的区分法（筆者作成）
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化
」（vitiorum

 purgatio

）
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
完
遂
に
は
あ
ら
ゆ
る
悪
徳
の
本
性
と
そ
れ
を
克
服
す
る
方
法
を

知
り
、
す
べ
て
の
徳
の
順
序
を
識
別
し
、
自
身
の
心
を
統
御
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る）
（1
（

。
そ
の
一
方
で
、
カ
ッ
シ
ア

ヌ
ス
は
理
論
的
哲
学
を
歴
史
的
解
釈
（historica interpretatio

）

と
霊
的
理
解
（spiritalis intellegentia

）
の
二
つ
に
分
け
、
後

者
に
は
さ
ら
に
比
喩
（tropologia

）、
寓
意
（allegoria

）、
神

秘
（anagoge

）
を
下
属
さ
せ
て
い
る）
（1
（

。
し
ば
し
ば
聖
書
の
四
規

則
（quattor regula sacra Scriptura

）
や
四
解
釈
（quattor 

interpretatio

）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
の
理
論
は
、
聖
書
が
暗
示
す

る
啓
示
を
汲
み
取
る
た
め
の
型
と
し
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ユ

ダ
ヤ
人
学
者
ら
が
構
築
し
た
も
の
で
あ
る）
（1
（

。
の
ち
に
ダ
キ
ア
の
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（A

ugustinus D
acus, -1285

）
が
、「
文
字
〔=

歴
史
〕
は
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
寓
意
は
信
ず
べ
き
こ
と
を
、
道
徳
〔=

比
喩
〕
は
為
す
べ
き
こ
と
を
、神
秘
は
目
指
す
べ
き
こ
と
を
教
え
る
」

と
要
約
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
後
世
に
お
け
る
標
準
的
な
聖
書
の
読

解
方
法
と
な
っ
た）
（1
（

。
こ
の
よ
う
な
聖
書
解
釈
の
技
法
を
学
問
の
分
類

に
加
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
ギ
リ
シ
ア
教
父
ら
に
端
を
発
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
体
系
化
を
見
た
。

　
そ
し
て
、
先
の
二
例
と
は
異
な
り
、
第
三
の
学
問
区
分
論
は
純
粋

に
世
俗
的
な
も
の
で
あ
る
【
図
３
】。
オ
リ
ゲ
ネ
ス
と
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス

は
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
お
よ
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
的

emendatio morum
πρακτική

vitiorum purgatio
spiritalis scientia

historica interpretatio tropologia
θεωρητική

spiritalis intellegentia allegoria

anagoge

【図 2】カッシアヌス的区分法（筆者作成）
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な
区
分
法
と
宗
教
的
知
恵
と
の
調
和
を
志
し
て
い
た
一
方
で
、
こ

の
第
三
の
理
論
は
、
あ
る
意
味
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

区
分
法
そ
れ
自
体
を
綜
合
し
た
よ
う
な
理
論
と
し
て
解
釈
さ
れ
う

る
。
こ
の
第
三
の
区
分
論
に
お
い
て
、
哲
学
は
実
践
的
哲
学
と
理

論
的
哲
学
〔=

観
想
的
哲
学
〕、
さ
ら
に
論
理
学
へ
と
三
分
割
さ
れ

る
。
実
践
的
哲
学
に
は
倫
理
学
、
家
政
学
（
希
：οἰκονομική/[o]

ec[h]onom
i[c]a

、
羅
：dispensativa

）、
政
治
学
（
希
：πολιτική/

politica

、
羅
：civilis

）
が
、
理
論
的
哲
学
に
は
自
然
学
、
数

学
（
希
：μαθηματική/m

athem
atica

、
羅
：doctrinalis

）、
神
学

（
希
：θεολογική/theologi[c]a

、
羅
：divina

））
（1
（

が
下
属
し
、
さ

ら
に
数
学
は
幾
何
学
（
希
：γεωμετρική/geom

etri[c]a

）、
算
術

（
希
：ἀριθμητική/arit[h]m

etica

）、
天
文
学
（
希
：ἀστρονομική/

astronom
i[c]a

）、
音
楽
（
希
：μουσική /m

usica

）
に
区
分
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
論
理
学
に
は
弁
証
法
（
希
：ῥητορική/dialectica

、

羅
：disputatoria

）、
演
示
法
（
希
：ἐπιδεικτική/ephidictica

、
羅
：

dem
onstrativa

）、
詭
弁
法
（
希
：σοφιστική/sophistica

、
羅
：

fraudulentia, ficta

）
が
下
属
す
る）
（1
（

。
区
分
の
根
幹
は
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
主
義
的
な
二
分
法
に
近
し
い
が
、
し
か
し
本
来
、
論
理
学
は
彼

の
二
分
法
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
論
理
学
の
位
置
づ
け
を

巡
っ
て
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
続
く
議
論
が
あ
り
、
基
本
的
に
プ
ラ

ト
ン
の
思
想
を
継
ぐ
者
た
ち
は
そ
れ
を
一
つ
の
独
立
し
た
学
問
と
み

な
し
た
が
、
一
方
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
継
承
者
た
ち
は
他
の
学
問

theologia geometrica
theorica phisica arithmetica
(contemplativa) mathematica astronomica

musica
ethica(moralis)

philosophia ptactica(actualis) economica(dispensativa)
politica(civilis)

dialectica(disputatoria)
logica ephidictica(demonstrativa)

sophistica(fraudulentia/ficta)

【図 3】『ソロモンの哲学』の学問区分論（筆者作成）
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を
下
支
え
す
る
文
字
通
り
の
意
味
で
の
道
具
（
オ
ル
ガ
ノ
ン
）
と
捉

え
て
い
た
た
め
に
、
学
問
の
体
系
に
は
組
み
込
ま
な
か
っ
た）
（1
（

。
こ
の

第
三
の
学
問
区
分
論
は
論
理
学
に
対
す
る
二
つ
の
相
反
す
る
主
張
を

綜
合
す
る
一
つ
の
手
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
初
期
中
世
に
お
け

る
学
問
区
分
論
の
新
た
な
展
開
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る）
（1
（

。

三
　 

『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
の
写
本

　『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
の
完
全
な
写
本
は
、
現
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
州

立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
六
四
〇
七
番
写
本
（
以
下
Ｍ
写
本
）

が
最
古
の
も
の
で
あ
る）
11
（

。
Ｂ
・
ビ
シ
ョ
ッ
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
写
本

は
八
〇
〇
年
前
後
に
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
に
お
い
て
助
祭
パ
シ
フ
ィ
ク
ス
監

督
の
も
と
作
成
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
待
た
ず
フ
ラ
イ
ジ

ン
グ
に
移
送
さ
れ
た）
1（
（

。
全
一
二
〇
葉
か
ら
な
る
Ｍ
写
本
に
は
、
ア

ル
ク
ィ
ン
の
『
修
辞
学
と
徳
に
つ
い
て
の
対
話
』（D

ialogus de 
rhetorica et uirtutibus

）
や
『
弁
証
論
』（D

e dialectica
）、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』（D

e doctrina 
C

hristiana

）
と
『
真
の
宗
教
に
つ
い
て
』（D

e vera religione
）

か
ら
の
抜
粋
、
偽
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
三
位
一
体
論
』（D

e 
unitate sanctae trinitatis dialogus

）
な
ど
、
九
世
紀
の
主
要

な
学
問
的
テ
ク
ス
ト
が
と
も
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
修
道

士
の
教
育
の
た
め
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る）
11
（

。

　
一
二
世
紀
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
で
筆

写
さ
れ
た
大
英
図
書
館
蔵
の
写
本
（
以
下
Ｌ
写
本
）
も
、
Ｍ
写
本
と

ほ
ぼ
同
様
の
オ
リ
ゲ
ネ
ス
と
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
の
引
用
テ
ク
ス
ト
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
が
、
章
構
成
が
大
き
く
異
な
り
、
Ｍ
写
本
に
は
見

ら
れ
な
い
装
飾
的
な
体
裁
を
と
っ
て
い
る）
11
（

。Ｌ
写
本
に
つ
い
て
は
Ｇ
・

ダ
ハ
ン
が
研
究
・
翻
刻
し
て
い
る
が
、
彼
は
九
世
紀
の
Ｍ
写
本
の
存

在
を
認
知
し
て
お
ら
ず
、
一
二
世
紀
の
文
脈
で
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
議

論
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る）
11
（

。
そ
の
他
に
も
、
よ
り

簡
素
化
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、同
一
の
引
用
箇
所
を
も
つ
写
本
が
、

九
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
多
数
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸

写
本
は
ビ
シ
ョ
ッ
フ
や
Ｍ
・
グ
ラ
ー
プ
マ
ン
ら
が
部
分
的
に
校
訂
し
、

岩
熊
幸
男
氏
が
Ｍ
写
本
を
含
め
そ
の
多
く
を
統
合
的
に
校
訂
し
て
い

る）
11
（

。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
一
八
七
三
番
写

本）
11
（

や
同
一
一
一
三
〇
番
写
本）
11
（

、
同
一
八
二
七
五
番
写
本）
11
（

、
ザ
ン
ク
ト
・

ガ
レ
ン
修
道
院
附
属
図
書
館
蔵
二
五
一
番
写
本）
11
（

、
ラ
イ
デ
ン
大
学
図

書
館
蔵
二
八
番
写
本）
11
（

な
ど
も
同
一
系
統
の
写
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
Ｇ
・
グ
ラ
ウ
ヘ
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
州
立
図
書
館
の
写
本
目
録

に
お
い
て
、
Ｍ
写
本
と
Ｌ
写
本
の
二
写
本
を
『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』

と
い
う
同
一
テ
ク
ス
ト
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
が）
1（
（

、
両
写
本
の
章
構

成
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
、
そ
の
他
同
傾
向
の
写
本
が
多
数
確
認
さ

れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
Ｍ
写
本
よ
り
も
Ｌ
写
本
の
方
が
真
正
な
読
み
を
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保
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
よ
り
複
雑
な
写
本
系
譜

を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う）
11
（

。

　
本
邦
訳
で
は
、
底
本
と
し
て
岩
熊
氏
に
よ
る
Ｍ
写
本
の
校
訂
を
利

用
し
た
が
、
適
宜
ダ
ハ
ン
に
よ
る
Ｌ
写
本
の
校
訂
も
参
照
し
た）
11
（

。
ま

た
、
便
宜
上
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
と
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
の
引
用
箇
所
に
つ
い

て
は
、
校
訂
書
の
分
割
に
則
っ
て
、
一
部
の
章
節
番
号
を
振
り
直
し

た）
11
（

。
両
写
本
の
構
成
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
の
比
較
表
を

参
照
さ
れ
た
い）
11
（

。

『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
の
書
』
全
訳

Ⅰ
・
１
 [1] 
（
36
）

　
し
た
が
っ
て
、も
っ
と
も
賢
明
な
る
ソ
ロ
モ
ン
の
教
え
に
従
え
ば
、

知
恵
を
知
り
た
い
と
願
う
人
は
道
徳
的
な
教
育
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
あ
な
た
は
知
恵
を
渇
望
し
て
い
た
。
戒
め
を

守
り
な
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
、主
が
あ
な
た
に
知
恵
を
授
け
る
で
し
ょ

う
」（「
シ
ラ
書
」
一
・
二
六
）
と
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
の
た
め
に
、

最
初
に
神
的
な
哲
学
を
人
々
に
教
え
た
こ
の
教
師
〔
＝
ソ
ロ
モ
ン
〕

は
、
自
ら
の
著
作
の
序
論
と
し
て
「
箴
言
」
の
書
を
据
え
た
。
と
い

う
の
も
、
そ
の
書
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
語
っ
た
と
お
り
、
道

徳
的
な
箇
所
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
が
知
的

な
面
と
道
徳
的
な
面
に
お
い
て
前
進
し
た
と
き
に
は
、
自
然
的
な
理

解
に
属
す
る
学
問
へ
と
到
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ま
た
そ
の
学
問

に
お
い
て
、
人
は
諸
事
物
の
諸
原
因
や
諸
々
の
自
然
本
性
を
区
別
す

る
た
め
、「
む
な
し
い
も
の
の
な
か
で
も
、
む
な
し
い
も
の
」（「
伝

道
の
書
」
一
・
二
）
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
、
他
方
で
永
遠

的
で
恒
久
的
な
も
の）
11
（

へ
と
急
い
で
向
か
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
の
で
あ
る
。

Ⅰ
・
２ 

[1] 

（
38
）

　
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、「
箴
言
」
の
後
に
「
伝
道
の
書
」
へ
と
到

達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、「
伝
道
の
書
」
は
、
わ
れ

わ
れ
が
語
っ
た
と
お
り
、
目
に
見
え
る
物
質
的
な
あ
ら
ゆ
る
も
の
は

脆
く
儚
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
も
の
が
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
、
知
恵
に
専
念
す
る
人

が
こ
う
し
た
事
柄
に
お
い
て
把
握
す
る
と
き
、
そ
の
人
は
疑
い
な
く

そ
れ
ら
を
軽
蔑
し
て
吟
味
し
、
言
わ
ば
、
こ
の
世
の
す
べ
て
か
ら
身

を
引
き
、
見
え
ざ
る
永
遠
な
る
も
の
へ
と
向
か
う
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
は
、
確
か
に
、
霊
的
な
諸
感
覚
に
よ
っ
て
、
し
か
し
、
愛
の
秘

め
た
る
何
ら
か
の
形
姿
を
も
っ
て
、「
雅
歌
」
に
お
い
て
教
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
の
書
』（
阿
部
）

Ⅰ
・
３
 [1] 
（
39
）

　
そ
れ
ゆ
え
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
書
〔
＝
「
雅
歌
」〕
は
、
人

が
道
徳
的
な
面
に
お
い
て
浄
め
ら
れ
、
そ
し
て
可
滅
的
な
諸
事
物
の

知
識
や
区
別
を
学
び
知
っ
た
と
き
に
、
そ
の
人
へ
と
到
達
さ
れ
る
べ

く
、
最
後
の
箇
所
を
占
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
以

上
の
こ
と
〔「
箴
言
」
と
「
伝
道
の
書
」
を
学
ん
だ
後
に
「
雅
歌
」

を
学
ぶ
こ
と
〕
に
よ
っ
て
、
天
上
の
花
婿
に
対
す
る
花
嫁
の
愛
が
、

す
な
わ
ち
神
の
御
言
葉
に
対
す
る
完
全
な
魂
の
愛
が
描
か
れ
形
作
ら

れ
て
い
る
こ
う
し
た
形
姿
か
ら
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
害
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、そ
れ
ら
〔「
箴

言
」
と
「
伝
道
の
書
」〕
に
よ
っ
て
、
魂
は
、
行
為
と
道
徳
を
通
じ

て
浄
め
ら
れ
、
ま
た
、
自
然
的
な
諸
事
物
の
区
別
に
つ
い
て
徹
底
的

に
教
え
込
ま
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
し
て
、
教
義
的
な
も
の
や
神
秘
的

な
も
の
へ
と
適
切
に
到
達
せ
し
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
澄
み
切
っ
た
霊

的
な
愛
に
よ
っ
て
、神
性
の
観
想
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅰ
・
４ 

[1] 

（
40
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
賢
明
な
る
ソ
ロ
モ
ン
に
つ
い
て
、
彼
が
真

の
哲
学）
1（
（

の
基
礎
を
築
き
、
生
き
方
と
教
育
の
秩
序
を
創
設
し
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く）
11
（

、
ま
た
、
理
性
的
な
箇
所
も
ソ

ロ
モ
ン
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ソ
ロ
モ
ン
は
自
ら

の
「
箴
言
」
の
す
ぐ
冒
頭
で
、
何
よ
り
も
ま
ず
も
っ
て
、
自
ら
の
書

を
箴
言
と
名
づ
け
た
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
、
明
証
的
に
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、〔
そ
の
箴
言
（proverbium

）
と
い
う
〕

名
称
は
、
表
面
上
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
内
面
的
に
示
唆
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
は
別
々
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
意
味
表
示
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
う
し
た
こ
と
を
、
箴
言
の
一
般
的

な
使
用
法
で
も
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
は
「
福
音

書
」に
お
い
て
救
世
主
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
と
書
い
て
い
る
。

「
私
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
た
と
え
（proverbium

）
を
用
い
て
話

し
た
が
、
も
は
や
た
と
え
に
よ
ら
な
い
で
、
は
っ
き
り
父
に
つ
い
て

告
げ
る
時
が
来
る
」（「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
一
六
・
二
五
）
と
。

書
名
の
題
字
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
は
こ
う
し
た
事
例

が
当
て
は
ま
る
。

Ⅰ
・
５ 

[1] 

（
43
）

　
続
く
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
ソ
ロ
モ
ン
は
た
だ
ち
に
言
葉
の
区
分
を

付
け
加
え
て
、
知
恵
（sapientia

）
か
ら
知
識
（scientia

）
を
区

別
し
て
お
り
、
そ
し
て
知
識
か
ら
学
問
（disciplina

）
を
区
別
し

て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
〔
こ
れ
ら
の
〕
言
葉
に
つ
い
て
の
別
の
理
解

も
提
示
し
、
人
が
言
葉
の
奸
策
を
排
除
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
思
慮
（prudentia

）
が
そ
の
人
の
う
ち
に
存
在
す
る
の
だ
と

言
っ
て
い
る
の
で
あ
る）
11
（

。
さ
ら
に
、
彼
は
真
の
正
義
を
判
断
の
識
別

力
か
ら
区
別
し
た
が
、
し
か
し
、
自
身
が
教
え
る
人
々
に
と
っ
て
必
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要
な
術
策
な
る
も
の
に
も
言
及
し
て
お
り
、
私
が
信
じ
る
と
こ
ろ
で

は
、
そ
れ
を
通
じ
て）
11
（

、
諸
々
の
詭
弁
の
狡
猾
さ
が
理
解
さ
れ
、
回
避

さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
疑
い
な
く
、
神
の
御

言
葉
に
つ
い
て
詭
弁
的
な
奸
策
に
よ
っ
て
欺
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、術
策
は
知
恵
を
通
じ
て
無
垢
な
る
人
々
へ
と
与
え
ら
れ
る〔
と

ソ
ロ
モ
ン
は
言
う
の
で
あ
る
〕（
cf.
「
箴
言
」
一
・
二
―
三
）。

Ⅰ
・
６ 

[1] 

（
46
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
に
お
い
て
も
、〔
ソ
ロ
モ
ン
は
〕
理
性
的

な
学
問
に
言
及
し
て
い
る
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

も
、
言
葉
に
関
わ
る
そ
の
学
問
を
通
じ
て
、
語
ら
れ
た
事
柄
の
意
味

表
示
が
識
別
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
言
表
の
正
確
な
意
味
が
理

性
と
と
も
に
区
別
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
学
問
に

基
づ
い
て
子
ど
も
た
ち
が
教
育
さ
れ
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。
と
い

う
の
も
、「
若
い
者
に
識
別
す
る
力
と
理
解
す
る
力
を
与
え
る
た
め

に
」（「
箴
言
」
一
・
四
）
と
〔
ソ
ロ
モ
ン
が
〕
言
う
と
き
、
彼
は
こ

う
し
た
こ
と
を
促
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
う
し
た

事
柄
に
お
い
て
教
育
さ
れ
る
人
は
、
学
ん
だ
事
柄
を
通
じ
て
、
必
然

的
に
理
性
的
な
仕
方
で
自
分
自
身
を
支
配
し
、
そ
の
結
果
、
自
ら
の

生
を
よ
り
節
度
あ
る
も
の
と
釣
り
合
わ
せ
る
の
で
あ
り）
11
（

、
さ
ら
に
彼

は
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。「
さ
と
い
者
は
治
め
る
能
力
を
得

る
」（「
箴
言
」
一
・
五
）
と
。

Ⅰ
・
７ 

[1]
（
48
） 

　
他
方
、
そ
の
後
で
、
彼
は
神
的
な
諸
々
の
言
葉
―
―
そ
こ
で
は
、

預
言
者
を
通
じ
て
人
類
に
生
き
る
こ
と
の
秩
序
関
係
が
伝
え
ら
れ
る

の
だ
が
―
―
に
お
い
て
も
、
話
し
の
様
々
な
手
法
や
語
り
の
色
々
な

種
類
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
う
し
た

も
の
に
お
い
て
は
、
譬
え
（parabora

）
と
呼
ば
れ
る
何
ら
か
の

形
や
、
隠
喩
（obscura dictio

）
と
言
わ
れ
る
も
の
、
諸
々
の
謎

（enigm
ata

）
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
、
諸
々
の
賢
者
の
語

り
（dista sapienticum

）
と
言
わ
れ
る
も
の
が
内
包
さ
れ
る
こ

と
も
知
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
あ
な
た
は
、
譬

え
や
隠
喩
、賢
者
の
語
り
、謎
を
悟
る
で
し
ょ
う
」（「
箴
言
」
一
・
六
）

と
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
個
々
の
事
柄
を
通
じ
て
、
彼
は
理
性
的

な
箇
所
を
明
快
か
つ
明
瞭
に
説
明
し
て
お
り
、
そ
し
て
古
の
人
々
の

慣
習
に
従
い
、
簡
潔
で
端
的
な
文
章
を
も
っ
て
、
優
れ
て
見
事
な
考

え
を
叙
述
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅰ
・
８ 

[1] 

（
49
）

　
も
し
、「
神
の
掟
に
つ
い
て
昼
も
夜
も
思
い
を
め
ぐ
ら
す
」（「
詩

編
」
一
・
二
）
よ
う
な
人
や
、「
知
恵
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
正

し
き
人
の
口
」（「
詩
編
」
三
六
・
三
〇
）
よ
う
な
人
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
人
は
、
以
上
の
事
柄
を
よ
り
注
意
深
く
探
求
し
て
、
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、そ
の
人
が
正
し
く
問
い
求
め
、
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そ
し
て
、
彼
に
〔
知
恵
の
門
戸
が
〕
開
か
れ
る
よ
う
に
（cf.

「
コ

ロ
サ
イ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
四
・
三
）、
ま
た
、
聖
霊
か
ら
知
恵
の
言

葉
と
知
識
の
言
葉
を
受
け
取
る
に
値
し
（
cf.
「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ

の
手
紙
一
」
一
二
・
八
）、「
わ
た
し
の
言
葉
を
さ
し
向
け
た
が
、
あ

な
た
た
ち
は
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
」（「
箴
言
」
一
・
二
四
）
と
〔
ソ

ロ
モ
ン
が
〕
言
っ
て
い
た
そ
の
知
恵
の
関
与
者
と
な
れ
る
よ
う
に
神

に
請
い
願
う
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
人
は
知
恵
の
門
戸
を
押
し
開
く〔
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
〕）
11
（

。

Ⅰ
・
９ 

[1] 

（
51
）

　
そ
し
て
、
ソ
ロ
モ
ン
は
正
当
に
も
、
人
間
の
心
に
お
い
て
神
が
言

葉
を
拡
げ
た
と
語
っ
て
い
る
。と
い
う
の
も
、先
に
わ
れ
わ
れ
が
語
っ

た
と
お
り
、
神
は
人
間
に
心
の
広
さ
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か

に
、
神
秘
的
な
事
柄
に
お
い
て
簡
潔
に
語
ら
れ
た
事
柄
を
、
神
の
書

物
か
ら
採
ら
れ
た
諸
々
の
主
張
に
お
い
て
、
よ
り
広
範
な
教
え
に

よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る）
11
（

人
の
心
は
広
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

Ⅰ
・
10 

[1] 

（
53
）

　
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
、「
箴
言
」
に
お
い
て
指
定
さ
れ
て
い
る
「
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
」
と
「
掟
を
遵
守
す
る
こ
と
」
に
関
す
る
最
初

の
段
階
を
満
た
し
、
し
か
し
他
方
で
、
こ
う
し
た
事
柄
の
後
に
、
世

の
空
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、
移
ろ
い
ゆ
く
諸
事
物
の
儚
さ
が
見
通
さ

れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
人
は
世
界
と
世
界
の
う
ち
に
あ
る
す
べ
て
の
も

の
を
放
棄
す
る
こ
と
へ
向
か
い
、「
見
え
ざ
る
永
遠
の
も
の
」（「
コ

リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
」
四
・
一
八
）
を
観
想
し
熟
慮
す
る
こ

と
に
も
ま
た
到
る
の
で
あ
る
。

Ⅰ
・
11 

[1] 

（
54
）

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
事
柄
へ
と
わ
れ
わ
れ
が
到
達
し
う
る
た
め
に

は
、
も
し
偶
然
に
、
神
の
御
言
葉
の
美
し
さ
が
入
念
に
調
べ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
神
へ
と
向
か
う
救
済
を
も
た
ら
す
愛
に

よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
神
自
身
も
ま
た
、
自
身
へ

の
願
望
を
抱
い
て
い
る
と
見
通
し
て
き
た
こ
う
し
た
魂
を
〔
愛
す
る

に
〕
相
応
し
い
と
判
断
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
神
の
慈
悲
を

必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
・
１ 

［2.0］ 
（
55
）

　
ソ
ロ
モ
ン
は
、
教
会
の
多
種
多
様
な
恩
寵
を
列
挙
し
た
と
き

に
、「
皆
、
彼
女
の
そ
ば
で
、
二
重
の
衣
を
重
ね
て
い
る
」（「
箴

言
」
三
一
・
二
一
）
と
付
け
加
え
た
が
、
こ
の
文
言
は
、
行
為
的
な

哲
学
（actualis

）
の
徳
と
思
弁
的
な
哲
学
（inspectiva

）
の
徳

と
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
た
女
性
を
意
味
表
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
実
践
的
哲
学
（πρακτική

）
と
理
論
的
哲
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学
（θεωρητική

）
と
呼
ん
で
い
る
。

Ⅱ
・
２ 

［2.1］ 
（
56
）

　
実
践
的
哲
学
、
す
な
わ
ち
、
行
為
的
な
哲
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
信
仰

者
に
と
っ
て
共
通
的
で
あ
り
、
そ
し
て
、
多
く
の
専
門
や
研
究
へ
と

派
生
す
る）
11
（

。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
わ
た
し
が
飢

え
て
い
た
の
で
、
あ
な
た
は
私
に
食
べ
さ
せ
、
云
々
」（「
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
」
二
五
・
三
五
）
と
い
う
の
は
、
敬
虔
の
義
務
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、「
行
い
の
伴
わ
な
い
信
仰
は
役
に
立
た
な
い
か
ら
で

あ
る
」（「
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
」
二
・
二
〇
）。

Ⅱ
・
３ 

［2.2］ 

（
58
）

　
理
論
的
哲
学
、
す
な
わ
ち
、
思
弁
的
な
哲
学
は
、
見
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、む
し
ろ
見
ら
れ
な
い
も
の
を
追
い
求
め
る
。例
え
ば
、「
見

え
て
い
る
も
の
を
、
誰
が
望
む
で
し
ょ
う
か
？
わ
た
し
た
ち
は
、
目

に
見
え
な
い
も
の
を
望
ん
で
い
る
か
ら
、
忍
耐
し
て
待
ち
望
む
の
で

す
」（「
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
八
・
二
四
―
二
五
）
と
い
っ
た

よ
う
に
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
柄
は
、
さ
ら
に
、
存
在
す
る
と
お
り

に
常
に
存
続
し
、
そ
う
し
た
事
柄
へ
と
向
け
、
キ
リ
ス
ト
の
恩
寵
を

通
し
て
、
信
仰
す
る
魂
が
支
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
・
４ 

［2.3］ 

（
59
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
思
弁
的
な
哲
学
は
、
二
つ
の
も
の
へ
と
区
分
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
歴
史
的
解
釈
」（historica interpretatio

）

と
「
霊
的
理
解
」（spiritalis intellegentia

）
で
あ
る
。

Ⅱ
・
５ 

［2.4］ 

（
60
）

　
歴
史
〔
的
解
釈
〕
は
単
純
で
あ
る
。
教
え
と
は
、
歴
史
の
順
序
を

端
的
に
展
開
さ
せ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
お
い
て
は
、
言
葉
と
共

鳴
す
る
理
解
以
外
に
は
、
い
か
な
る
秘
め
ら
れ
た
理
解
も
な
い
か
ら

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
わ
た
し
が
あ
な
た
に
伝
え
た
の
は
、
わ
た
し

も
受
け
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、キ
リ
ス
ト
が
死
ん
だ
こ
と
で
す
」

（「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
」
一
五
・
三
）
や
、「
神
は
、
そ
の

御
子
を
女
か
ら
お
遣
わ
し
に
な
っ
た
」（「
ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の

手
紙
」
四
・
四
）、
そ
し
て
、「
聞
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
。
我
ら
の
神
、

主
は
唯
一
の
主
で
あ
る
」（「
申
命
記
」
六
・
四
）
と
い
っ
た
よ
う
な

も
の
あ
る
。

Ⅱ
・
６ 

［2.5］ 

（
61
）

　
霊
的
理
解
は
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
と
い
う
の
も
、
霊
的
理
解

は
、
比
喩
、
寓
意
、
神
秘
の
三
つ
へ
と
区
分
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
思
弁
的
な
哲
学
と
言
わ
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ

が
見
ら
れ
う
る
事
柄
を
超
え
て
、
神
的
な
事
柄
や
天
上
的
な
事
柄
に
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つ
い
て
何
ら
か
の
こ
と
を
観
想
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
物
体
的
な
視
野

を
超
え
る
の
で）
11
（

、
た
だ
精
神
だ
け
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
事
柄
を
直
視

す
る
か
ら
で
あ
る）
11
（

。
比
喩
と
は
、
す
な
わ
ち
道
徳
の
教
育
で
あ
る
。

寓
意
と
は
、
す
な
わ
ち
文
飾
的
な
表
現
法
で
あ
る）
11
（

。
神
秘
と
は
、
す

な
わ
ち
天
な
る
も
の
へ
と
上
昇
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
・
７ 

［2.6］
（
65
） 

　
こ
れ
ら
四
つ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
、
比
喩
、
寓
意
、
神
秘

に
つ
い
て
、使
徒
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
だ
か
ら
兄
弟
た
ち
、

わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
異
言
を
語
っ
た
と
し
て

も
、啓
示
（revelatio

）
か
知
識
（scientia
）
か
預
言
（prophetia

）

か
教
え
（doctrina

）
の
何
れ
か
に
よ
っ
て
語
ら
な
け
れ
ば
、
あ
な

た
が
た
に
何
の
役
に
立
つ
で
し
ょ
う
」（「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手

紙
一
」
一
四
・
六
）
と
。

Ⅱ
・
８ 

［2.6］ 

（
66
）

　
啓
示
は
寓
意
に
属
す
る
。
例
え
ば
、「
わ
れ
わ
れ
の
先
祖
は

皆
、
雲
の
下
に
い
た
、
云
々
」（「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
」

一
〇
・
一
）
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
真
理

に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
る
事
柄
は
、
他
の
秘
跡
の
形
相
を
予
示
し
た

と
言
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅱ
・
９ 

［2.6］ 

（
67
）

　
知
識
と
は
比
喩
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
の
改
善
と
行
為

的
な
教
育
を
目
指
す
道
徳
的
な
説
明
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、

わ
れ
わ
れ
が
二
つ
の
契
約
を
実
践
的
学
問
（practica disciplina

）

と
理
論
的
学
問
（theorica disciplina

）
と
し
て
理
解
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
魂
を
エ
ル
サ
レ
ム
な
い
し
は
シ
オ
ン

と
し
て
理
解
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
・
10 

［2.6］ 

（
68
）

　
預
言
は
神
秘
に
属
す
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
霊
的
な
秘
跡
か

ら
何
ら
か
の
よ
り
崇
高
で
よ
り
秘
め
ら
れ
た
天
上
の
秘
儀
へ
と
上
昇

す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
使
徒
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
付

け
加
え
ら
れ
る
。「
天
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
は
、
い
わ
ば
自
由
の
身
の

女
で
あ
る
、云
々
」（「
ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」
四
・
二
六
）
と
。

Ⅱ
・
11 

［2.6］ 

（
69
）

　
教
え
と
は
、歴
史
の
順
序
を
端
的
に
展
開
さ
せ
る
。
と
い
う
の
も
、

そ
こ
お
い
て
は
、
言
葉
と
共
鳴
す
る
理
解
以
外
に
は
、
い
か
な
る
秘

め
ら
れ
た
理
解
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
わ
た
し
が
あ
な

た
に
伝
え
た
の
は
、
わ
た
し
も
受
け
た
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
キ

リ
ス
ト
が
死
ん
だ
こ
と
で
す
」（「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
」

一
五
・
三
）
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。



－  167  －

史
苑
（
第
八
一
巻
第
一
号
）

Ⅱ
・
12 

［2.7］ 

（
70
）

　
こ
れ
ら
四
つ
の
諸
部
分
は
、
一
つ
の
も
の
に
お
い
て
等
し
く
適
用

し
う
る
。
例
え
ば
、〔
一
つ
の
〕
エ
ル
サ
レ
ム
は
、
歴
史
に
従
え
ば

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
国
で
あ
り
、
寓
意
に
従
え
ば
キ
リ
ス
ト
の
教
会
で

あ
り
、神
秘
に
従
え
ば
天
上
の
国
で
あ
り
、比
喩
に
従
え
ば
主
に
よ
っ

て
、
こ
の
名
に
お
い
て
非
難
さ
れ
た
り
賞
讃
さ
れ
た
り
す
る
人
間
の

魂
で
あ
る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
で
あ
る
。

Ⅲ
・
１ 

［3.0］

　
哲
学
は
ま
ず
三
つ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
理
論
的
哲
学

（theorica

）、
実
践
的
哲
学
（practica
）、
論
理
学
（logica

）
に

区
分
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
部
分
は
、
各
々
の
下
位
区
分
を
次
の

よ
う
に
含
ん
で
い
る
。

Ⅲ
・
２ 

［3.1］

　
理
論
的
哲
学
、す
な
わ
ち
観
想
的
な
哲
学
（contem

plativa
）
は
、

神
学
（theologia

）、自
然
学
（phisica

）、数
学
（m

athem
atica

）

の
三
つ
へ
と
下
位
区
分
さ
れ
る
。
神
学
と
は
、
神
的
な
事
柄
に
関
す

る
認
識
で
あ
る
。
自
然
学
と
は
、
自
然
的
な
諸
事
物
に
関
す
る
入
念

な
探
究
で
あ
る
。
数
学
と
は
、
暗
記
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
利

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
数
学
自
体
も
、
幾
何
学

（geom
etrica

）、算
術
（aritm

etica

）、天
文
学
（astronom

ia

）、

音
楽
（m

usica

）
の
四
つ
に
派
生
す
る
。

Ⅲ
・
３ 

［3.2］

　
実
践
的
哲
学
、
す
な
わ
ち
行
為
的
な
哲
学
（actualis

）
も
同
じ

く
、倫
理
学
（ethica

）、す
な
わ
ち
道
徳
的
な
学
問
（m

oralis

）
と
、

家
政
学
（econom

ica

）、
す
な
わ
ち
家
計
管
理
に
関
わ
る
学
問
と
、

政
治
学
（politica

）、
す
な
わ
ち
国
家
に
関
わ
る
学
問
（civilis

）

と
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

Ⅲ
・
４ 

［3.3］

　
論
理
学
も
同
じ
く
、
弁
証
法
（dialectica

）、
す
な
わ
ち
討
論

に
関
わ
る
学
問
（disputatoria

）
と
、
演
示
法
（ephidictica

）、

す
な
わ
ち
誇
張
表
現
に
関
わ
る
学
問
（dem

onstrativa

）
と
、
詭

弁
法
（sophistica

）、
す
な
わ
ち
欺
き
や
偽
り
に
関
わ
る
学
問

（fraudulenta ac ficta

）
と
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

Ⅳ
・
１ 

［4.0］

　
哲
学
の
区
分
。

Ⅳ
・
２ 

［4.1］

　
理
論
的
哲
学
と
は
、
す
な
わ
ち
観
想
的
な
哲
学
で
あ
る
。
神
学
と

は
、す
な
わ
ち
神
的
な
事
柄
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
学
と
は
、
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す
な
わ
ち
人
間
的
な
い
し
は
自
然
的
事
柄
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

数
学
と
は
、
す
な
わ
ち
暗
記
さ
れ
る
べ
き
事
柄
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
。
同
じ
く
、
数
学
は
幾
何
学
、
算
術
、
天
文
学
、
音
楽
の
四
つ
に

派
生
す
る
。

Ⅳ
・
３ 

［4.2］

　
実
践
的
哲
学
は
上
述
の
通
り
に
区
分
さ
れ
る
。

Ⅳ
・
４ 

［4.3］

　
論
理
学
は
上
述
の
通
り
に
区
分
さ
れ
る
。

Ｖ
・
１ 

［5.0］ 

（
71
）

　
し
た
が
っ
て
、
神
の
教
会
は
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
三
つ

の
書
物
を
認
め
て
い
る
。
第
一
に
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
「
箴
言
」
の

書
が
据
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、「
伝
道
の
書
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
〔
が

据
え
ら
れ
〕、第
三
の
場
所
で
は
「
雅
歌
」
と
い
う
書
物
が
も
た
れ
る
。

Ｖ
・
２ 

［5.1］ 

（
72
）

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
現
前
し
う
る
事
柄

は
、
一
般
的
な
学
問
（generales disciplinae

）
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
〔
人
は
〕
知
識
へ
と
到
達
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。〔
そ

の
学
問
に
は
〕
三
つ
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
学
問
を
ギ
リ
シ
ア
人
た

ち
は
倫
理
学
、
自
然
学
、
観
想
学
（epoptice

））
11
（

と
呼
ん
で
い
る
が
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
道
徳
的
な
学
問
（m

oralis

）、
自
然
的
な
学
問

（naturalis

）、
思
弁
的
な
学
問
（inspectiva

）
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

Ｖ
・
３ 

［5.2］ 

（
74
）

　
一
方
、
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
理
性
的

な
学
問
（rationalis

）
と
呼
び
う
る
論
理
学
〔
理
性
と
言
語
に
関

わ
る
学
問
〕）
11
（

を
第
四
の
も
の
と
し
て
数
え
る
人
も
い
た）
11
（

。
ま
た
別
の

人
た
ち
は
、
論
理
学
は
外
側
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
が

先
に
言
及
し
た
三
つ
の
学
問
に
依
存
し
て
お
り
、〔
そ
れ
ら
の
学
問

の
〕
全
体
を
通
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。
実
際
、
論

理
学
と
は
こ
う
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、〔
論
理
学
と
は
〕

わ
れ
わ
れ
が
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
諸
々
の
言
葉
や
言
明
の
合
理
的
根

拠）
11
（

を
含
み
、
そ
の
妥
当
性
や
非
妥
当
性
、
類
や
種
、
あ
る
い
は
個
々

の
言
明
の
形
姿
を
教
え
込
む
理
性
的
な
学
問
で
あ
る
。と
い
う
の
も
、

確
か
に
、こ
の
学
問
が
、他
の
諸
学
問
に
加
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
は
〔
他

の
諸
学
問
か
ら
〕
切
り
離
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
織
り
込
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
適
切
で
あ
る）
11
（

。

Ｖ
・
４ 

［5.3］ 
（
79
）

　
他
方
で
、
道
徳
的
な
学
問
と
言
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
学
問
を
通
じ
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て
、
よ
り
尊
敬
さ
る
べ
き
生
の
習
慣
が
備
え
ら
れ
、
そ
し
て
徳
へ
と

向
か
う
傾
向
性
が
準
備
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
的
な
学
問
―
そ

こ
で
は
、
各
々
の
事
物
の
自
然
本
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
―
と
言

わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〔
こ
の
世
の
〕

生
に
お
い
て
は
如
何
な
る
も
の
も
自
然
本
性
に
反
し
て
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
、
神
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
諸
々
の
有
用
性
に
割
り
当
て
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
思
弁

的
な
学
問
と
言
わ
れ
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
ら
れ
う
る
事
柄
を
超

え
て
、
神
的
な
事
柄
や
天
上
的
な
事
柄
に
つ
い
て
何
ら
か
の
こ
と
を

観
想
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
物
体
的
な
視
野
を
超
え
る
の
で
、
た
だ
精

神
だ
け
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
事
柄
を
直
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｖ
・
５ 

［5.4］ 

（
80
）

　
と
こ
ろ
で
、
私
が
思
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
賢
者
た
ち
は
み
な
、

ソ
ロ
モ
ン
か
ら
〔
こ
れ
ら
の
学
問
を
〕
借
用
し
た
。
と
い
う
の
も
、

ソ
ロ
モ
ン
は
そ
の
賢
者
た
ち
よ
り
も
は
る
か
以
前
の
時
代
と
時
間

に
、
神
の
霊
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
事
柄
を
学
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る）
1（
（

。
そ
の
賢
者
た
ち
は
、〔
こ
れ
ら
の
学
問
を
〕
あ
た
か
も
自
身
ら

に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も
の
と
し
て
公
言
し）
11
（

、
彼
ら
の
教
育
に
関
す

る
書
物
に
ま
と
め
、
そ
の
う
え
、
後
世
の
人
々
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き

も
の
と
し
て）
11
（

遺
し
て
お
く
と
も
公
言
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
わ
れ
わ
れ
が
語
っ
た
と
お
り
、
ソ
ロ
モ
ン
は
あ
ら
ゆ
る
人
々
よ

り
前
に
〔
こ
れ
ら
の
学
問
を
〕
得
て
お
り
、
神
か
ら
受
け
取
っ
た
知

恵
を
通
じ
て
教
え
て
い
た
。
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ

る
。「
神
は
ソ
ロ
モ
ン
に
非
常
に
豊
か
な
知
恵
と
洞
察
力
と
海
辺
の

砂
浜
の
よ
う
な
広
い
心
を
お
授
け
に
な
っ
た
。
ソ
ロ
モ
ン
の
知
恵
は

東
方
の
ど
の
人
の
知
恵
に
も
、
エ
ジ
プ
ト
の
い
か
な
る
知
恵
に
も
ま

さ
っ
た
」（「
列
王
伝
一
」
四
・
二
九
―
三
〇
）。

Ｖ
・
６ 

［5.4］
（
84
）

　
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
ロ
モ
ン
は
、
先
に
わ
れ
わ
れ
が
一
般
的
な
学
問
で

あ
る
と
述
べ
た
三
つ
の
学
問
、
す
な
わ
ち
、
道
徳
的
な
学
問
、
自
然

的
な
学
問
、
そ
し
て
思
弁
的
な
学
問
を
相
互
に
区
別
し
て
分
類
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
、
そ
れ
ら
の
学
問
を
、
各
々
そ
の
順
序
に
お
い
て

適
切
に
合
致
す
る
三
つ
の
書
、す
な
わ
ち
、「
箴
言
」「
伝
道
の
書
」「
雅

歌
」
に
お
い
て
広
め
た
の
だ
っ
た
。

Ｖ
・
７ 

［5.4］ 

（
85
）

　「
箴
言
」
に
お
い
て
は
、
倫
理
学
、
す
な
わ
ち
道
徳
的
な
学
問
〔
を

広
め
た
〕。
そ
れ
ゆ
え
、第
一
に
ソ
ロ
モ
ン
は
、適
切
に
も）
11
（

、生
の
諸
々

の
教
え
を
簡
潔
か
つ
端
的
な
文
章）
11
（

に
よ
っ
て
ま
と
め
な
が
ら
、
道
徳

的
な
箇
所
を
教
え
た
。
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Ｖ
・
８ 

［5.4］ 

（
88
）

　「
伝
道
の
書
」
に
お
い
て
は
、
自
然
学
、
す
な
わ
ち
自
然
的
な
学

問
〔
を
広
め
た
〕。
実
際
、
ソ
ロ
モ
ン
は
自
然
的
な
学
問
と
呼
ば
れ

る
第
二
の
箇
所
を
「
伝
道
の
書
」
に
お
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
と
い

う
の
も
、　
そ
こ
に
お
い
て
彼
は
、
自
然
的
な
諸
事
物
に
つ
い
て
多

く
の
こ
と
を
論
じ
つ
つ
、
空
虚
で
無
益
な
事
柄
を
有
益
で
必
要
不
可

欠
な
事
柄
か
ら
選
別
し
、
ま
た
、
有
益
で
正
し
き
事
柄
が
追
求
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
忠
告
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｖ
・
９ 

［5.4］ 

（
89
）

　「
雅
歌
」
に
お
い
て
は
、
観
想
学
、
す
な
わ
ち
思
弁
的
な
学
問
〔
を

広
め
た
〕。
彼
は
思
弁
的
な
箇
所
を
、
こ
の
書
、
す
な
わ
ち
「
雅
歌
」

へ
と
伝
え
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
お
い
て
彼
は
、
花
婿
と
花
嫁

の
像
を
超
え
て
天
上
へ
の
愛
と
神
的
な
事
柄
へ
の
願
望
を
魂
に
吹
き

込
み
、
そ
の
結
果
、
神
愛
と
愛
情
の
途
に
よ
っ
て
神
と
の
交
わ
り
へ

と
到
達
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅵ
・
１ 

［6］ 

（
90
）

　
と
こ
ろ
で
、
私
の
思
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
神
的
な
哲
学
の

三
重
構
造
は
聖
な
る
も
っ
と
も
幸
い
な
る
人
々
の
う
ち
に
前
も
っ
て

示
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
い
と
も
聖
な
る
教
育
ゆ
え
に
、
最
上
な
る

神
は
〔
彼
ら
が
〕「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、イ
サ
ク
の
神
、ヤ
コ
ブ
の
神
」

（「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
三
・
六
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
さ
れ
た
。

Ⅵ
・
２ 

［6］ 

（
91
）

　
た
し
か
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
従
順
を
通
じ
て
倫
理
哲
学
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
実
際
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
従
順
は
非
常
に
大
き
な
も
の

で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
は
、
掟
の
遵
守
よ
り
前
で
あ
っ
て
も
〔
ア
ブ

ラ
ハ
ム
は
従
順
で
あ
っ
た
〕。
例
え
ば
、「
生
ま
れ
故
郷
、
父
の
家
を

離
れ
よ
」（「
創
世
記
」
一
二
・
一
）
と
聞
い
た
と
き
、
彼
は
躊
躇
う

こ
と
な
く
直
ち
に
行
動
に
移
し
た
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
多
く

の
こ
と
を
行
っ
た
（
cf.
「
創
世
記
」
二
二
・
一
―
九
）。
自
身
の
息
子

を
生
け
贄
に
捧
げ
よ
と
聞
い
た
と
き
も
、
疑
う
こ
と
な
く
命
令
に
従

い
、
倫
理
哲
学
が
存
す
る
と
こ
ろ
の
従
順
の
例
し
を
後
代
の
人
々
に

与
え
る
べ
く
、
自
分
の
独
り
子
を
も
惜
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
（
cf.

「
創
世
記
」
二
二
・
一
六
）。

Ⅵ
・
３ 

［6］ 

（
92
）

　
同
様
に
イ
サ
ク
も
、
井
戸
を
掘
り
、
諸
事
物
の
深
淵
を
探
求
す
る

と
き
（
cf.
「
創
世
記
」
二
六
・
一
五
―
二
五
）、
自
然
哲
学
を
教
え

て
い
る
。
他
方
で
、
ヤ
コ
ブ
は
思
弁
的
な
域
に
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
神
的
な
事
柄
へ
の
観
想
ゆ
え
に
エ
ル
サ
レ
ム
と
名
づ
け
ら
れ

（
cf.
「
創
世
記
」
三
二
・
二
九
）、
ま
た
、
天
の
陣
営
（
cf.
「
創
世
記
」

三
二
・
三
）
や
神
の
家
（
cf.
「
創
世
記
」
二
八
・
一
七
）、
天
使
た
ち
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の
通
り
道
を
見
た
彼
は
、
天
ま
で
伸
ば
さ
れ
た
梯
子）
11
（

を
眺
め
て
い
た

か
ら
で
あ
る
（
cf.
「
創
世
記
」
二
八
・
一
二
）。

Ⅵ
・
４ 

［6］ 
（
94
）

　
し
た
が
っ
て
、
正
当
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
三
人
の
至
福

な
る
人
た
ち
が
神
へ
の
祭
壇
を
築
い
た
こ
と
を
（
cf.
「
創
世
記
」

一
二
・
七
―
八
、二
二
・
九
、二
六
・
二
五
、三
三
・
二
〇
、三
五
・
七
）、
す

な
わ
ち
、
哲
学
の
進
歩
を
神
に
捧
げ
た
こ
と
を
見
い
だ
す
。
と
い
う

の
も
、
確
か
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
哲
学
の
進
歩
が
人

間
の
業
（artes

）
で
は
な
く
神
の
恩
寵
に
帰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
教
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
は
幕
屋
で
暮

ら
し
て
い
た
が
（
cf.
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
」
一
一
・
九
）、
そ
れ

は
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
神
的
な
哲
学
を
研
究
す
る
人
に
と
っ
て

は
、如
何
な
る
所
有
物
も
地
上
に
お
い
て
も
た
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、

ま
た
、
場
所
か
ら
場
所
へ
と
い
う
よ
り
は
、
低
次
の
事
柄
の
知
識
か

ら
完
全
な
事
柄
の
知
識
へ
と
、
つ
ね
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
明
示
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

【
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、
翻
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し
て
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史
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－  172  －－  173  －

『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
の
書
』（
阿
部
）

章
節

岩
熊

⽒
に

よ
る

校
訂
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ハ
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よ
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訂
M

写
本
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章

節
葉

1
1
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m
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p. 155
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2
〃

82r-v
Et ideo post Prouerbia...
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m

. in Cant. cant., Prol., iii, 15
pp. 155-156

VI, 2
3r

3
〃

82v
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um
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p. 156
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〃
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. in Cant. cant., Prol., iii, 9
〃

V, 6
3v

6
〃

83r-v
Sed et in hoc uidetur m

ihi...
Com

m
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〃
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84r
Q

uae, si quis est qui...
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V, 9
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〃

84r
Et m

erito extendere se dicit...
Com
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Si quis  ergo prim

um
 locum
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p. 157
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84v
Ad que tam
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84v
Salom

on cum
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〃

I, 3
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84v
Π
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 id est actualis...
cf. Collationes, XIV, viii, 1
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H
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RH
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〃
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86r
H
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o diuiditur...
―

p. 160
V, 4

7r

2
3.1

86r
Theorica, i.e. contem
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86v
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86v
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86v
Loica ut sup(ra).

―
〃

II, 6
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86v
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m
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. in Cant. cant., Prol., iii, 4
〃

II, 11
8v

6
〃

87v-88r
Salom

on ergo tres istas quas...
Com

m
. in Cant. cant., Prol., iii, 5

〃
II, 12

9r

7
〃

88r
In prouerbiis ethicam

, id est m
oralem

...
Com

m
. in Cant. cant., Prol., iii, 6

p. 162
III, 1

9r

8
〃

88r
In ecclesasten phisicam

, id est naturalem
...

Com
m

. in Cant. cant., Prol., iii, 6
〃

III, 2
9r

9
〃

88r
In cantica  cantiquorum

 epopticen...
Com

m
. in Cant. cant., Prol., iii, 7

〃
III, 3

9r

1
6

88r-v
H

anc ergo  triplicem
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89r
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註

 

（
1
）  “divisio philosophiae”

は
直
訳
す
れ
ば
「
哲
学
の
区
分
」
と

な
る
が
、
中
世
（
少
な
く
と
も
一
二
世
紀
以
前
）
に
お
け
る
哲
学

（philosophia

）
と
は
、
神
的
あ
る
い
は
人
間
的
事
柄
に
関
す
る

（divinarum
 hum

anarum
que rerum

）
知
識
を
包
括
す
る
総
合

的
な
知
の
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
為
さ
れ
て
い
る
区
分
は
個
々
の

知
識
の
包
括
す
る
領
域
の
策
定
で
あ
り
、
概
念
上
そ
の
各
々
が
学
問

的
探
求
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
学

問
区
分
論
」
と
訳
す
。cf. M

ariken Teeuw
en, The Vocabulary 

of Intellectual Life in the M
iddle Ages ,Turnhout: Brepols, 

2003, pp. 395-99. 

（
2
）Boethius, Isagogen Porphyrii com

m
entorum

, editio prim
a ,

I, 3, C
SE

L
 48, pp. 7-9; C

assiodorus, Institutiones 
divinarum

 et saecularium
 litterarum

, II, iii, 3-7, R. A. B. 
M

ynors, (ed.), C
assiodori Senatoris Institutiones ,O

xford: 
C

larendon P
ress, 1937, pp. 110-112;  Isidorus, 

E
tym

ologiae , II, xxiv, W
. M

. Lindsay, (ed.), Isidori 
H

ispalensis E
piscopi E

tym
ologiarum

 sive O
riginvm

 Libri 
X

X
, O

xford: E
 Typographeo C

larendoniano, 1911, II, 
xxiv. 

古
代
中
世
全
体
を
俯
瞰
し
た
学
問
区
分
論
の
歴
史
の
概
説
と

し
て
、Joseph M
ariétan, Problèm

e de la classification des 
sciences d’A

ristote a St-Thom
as , Paris: Im

prim
erie St-

A
ugustin, 1901; Jam

es A
. W

eisheipl, “C
lassification of 

the Sciences in M
edieval Thought,” M

ediaeval Studies , 
27, 1965, pp. 54-90; Idem

, “The N
ature, Scope, and 

C
lassification of the Sciences,” in Sciences in the M

iddle 
Ages , C

hicago: C
hicago U

niversity Press, 1980, pp. 461-

82. 

初
期
中
世
の
学
問
区
分
論
に
つ
い
て
は
、B

ernhard Bischoff, 
“E

ine V
erschollene E

inteilung der W
issenschaften,” 

Archives d’histoire doctrinale et littéraire du m
oyen âge , 

25, 1958, pp. 5-20; M
anuel C

. D
iez y D

iez, “Les artes 
libéraux d’après les écrivains E

spagnols et Insulaires 
aux V

II e et V
III e siècles,” in Arts libéraux et philosophie 

au m
oyen âge, Actes du quatrièm

e congrés international 
de philisophie m

édiévale 27
août 2

Sem
ptem

bre 1967 , 
M

ontréal/Paris: Institut d’études m
édiévales, 1969, pp. 

37-46; M
ichael E

vans, “The Ysagoge in Theologiam
 and 

the C
om

m
entaries A

ttributed to B
ernard Silvestris,” 

Journal of the W
arburg and C

ourtauld Institutes , 
54, 1991, pp. 1-42; Y

ukio Iw
akum

a, “The D
ivision of 

Philosophy and the Place of the Trivium
 from

 the 9th 
to the M

id-12th C
enturies,” in M

edieval A
nalyses in 

Language and C
ognition: A

cts of the Sym
posium

 the 
C

openhagen School of M
edieval Philosophy, January 

10-13, 1996 , C
openhagen: D

et K
ongelige D

anske 
Videnskabernes Selskab, 1999, pp. 165-90; Irene O

’D
aly, 

“D
iagram

s of K
now

ledge and R
hetoric in M

anuscripts 
of C

icero’s D
e Inventione,” in M

anuscripts of the Latin 
C

lassics 800-1200 , Leiden: Leiden U
niversity Press, 

2015, pp. 77-105.
（
３
）『
雅
歌
註
解
』
の
標
準
的
な
底
本
と
し
て
は
依
然
と
し
て
ベ
ー
レ

ン
ス
の
校
訂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
章
節
の
分
割
が
不
十
分
で
あ

る
た
め
、
本
稿
で
は
ブ
レ
ザ
ー
ル
と
ク
ル
ツ
ェ
ル
に
よ
る
羅
仏
対
訳

（
Ｓ
Ｃ
版
）
の
章
節
番
号
に
従
う
。W

. A. Baehrens, O
rigenes 



－  175  －

史
苑
（
第
八
一
巻
第
一
号
）

M
atthäuserklärung , Leipzig: J. C

. H
inrichs, 1925; Luc 

Brésard and H
enri Crouzel, C

om
m

entaire sur le C
antique 

des cantiques , SC 375, Paris: Éditions du Cerf., 1991. 

『
雅

歌
註
解
』
の
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
は
現
存
せ
ず
、
い
く
ら
か
註
釈
が
施

さ
れ
た
ル
フ
ィ
ヌ
ス
（Rufinus, c. 344-411

）
に
よ
る
ラ
テ
ン
語

訳
の
み
が
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
に
引
用

さ
れ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
も
ル
フ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
訳
版
で
あ

り
、
本
解
説
も
そ
れ
に
則
っ
て
い
る
。

（
４
）
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
学
問
区
分
論
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、

一
つ
の
学
問
の
名
称
と
し
て
複
数
の
語
彙
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
往
々
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
訳
者
が
ギ
リ
シ
ア
語
の
テ

ク
ス
ト
を
翻
訳
す
る
際
、
原
文
の
ギ
リ
シ
ア
語
を
そ
の
ま
ま
音
写
し

た
場
合
（
と
き
に
ギ
リ
シ
ア
文
字
の
ま
ま
筆
写
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）

と
、
そ
れ
に
相
当
す
る
ラ
テ
ン
語
の
語
彙
を
併
記
し
た
場
合
と
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
例
え
ば
、“naturalis, quae graece 

physica appellatur”

や
、“physica, id est naturalis”

な
ど
と

い
っ
た
表
現
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ギ
リ
シ
ア
語
表
記

と
そ
の
音
訳
を
示
し
、
ラ
テ
ン
語
独
自
の
語
彙
（
た
い
て
い
の
場
合
、

中
性
の
形
容
詞
で
表
現
さ
れ
る
）
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
そ
れ
も
併

記
す
る
。
綴
り
は
と
く
に
断
り
が
な
い
限
り
以
下
の
辞
書
の
見
出
し

語
に
従
う
が
、一
定
数
の
異
な
る
綴
り
の
写
本
が
存
在
す
る
場
合
は
［ 

］
で
示
す
。H

enet G
. Liddle and Robert Scott et al. (eds.), 

A
 G

reek-E
nglish Lexicon , O

xford: O
xford U

niversity 
Press, 1940; Charlton T. Lew

is and Charles Short (eds.), 
A

 Latin D
ictionary , O

xford: O
xford U

niversity Press, 
1879.

（
5
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prologus, iii, Baehrens, pp. 75-

79; SC, pp. 127-143. 

な
お
、epoptice

と
い
う
語
彙
は
、
写
本
に

よ
っ
て
は“poptice”

や“enoptice”

、“pnoptice”

な
ど
と
様
々
な

表
記
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ブ
レ
ザ
ー
ル
と
ク
ル
ツ
ェ

ル
の
見
解
に
従
っ
て
、
も
っ
と
も
ギ
リ
シ
ア
語
の
原
表
記
に
近
い
と

さ
れ
る“epoptice”

で
統
一
す
る
。
こ
の
語
彙
に
関
す
る
議
論
に

つ
い
て
は
、J. K

irchm
eyer, “O

rigéne, C
om

m
entaire sur le 

Cantique, prol.,” Studia Patristica , 10, 1967, pp. 230-35; 
Pierre H

adot, “Les divisions des parties de la philosophie 
dans l’antiquité,” M

useum
 H

elveticum
, 36, 1979, pp. 201-

23, esp. 218-220; B
résard and C

rouzel, C
om

m
entaire , p. 

128, n. 1; “L’époptice,” in ibid., p. 755. 

ま
た
、
ル
フ
ィ
ヌ

ス
は
こ
の
学
問
が
ラ
テ
ン
語
話
者
の
間
で
は
「
思
弁
的
（
哲
学
）」

（inspectiva

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、

inspectiva

と
い
う
語
彙
は
カ
ッ
シ
オ
ド
ル
ス
に
よ
っ
て
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
的
区
分
法
に
お
け
る
「
理
論
的
哲
学
」
の
訳
語
と
し
て
も

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
意
味
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
区

分
に
則
り
、
い
く
ぶ
ん
拡
張
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

（
6
）
ル
フ
ィ
ヌ
ス
訳
『
雅
歌
註
解
』
に
お
い
て
、
第
四
の
学
問
は

logica/rationalis

と
い
う
語
彙
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
厳
密
な
意
味
で
の
現
代
的
な
「
論
理
学
」
と
は
い
く
ぶ
ん
異

な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
本
邦
訳
の
註
七
五
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）
ソ
ロ
モ
ン
の
三
著
と
学
問
区
分
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Sandro 

Leanza, “La C
lassificazione D

ei Libri Salom
onici e i 

Suoi R
iflessi Sulla Q

uestione D
ei R

apporti Tra B
ibbia e 

Scienze Profane, D
a O

rigene A
gli Scrittori M

edioevali,” 
A

ugustinianum
, 14, 1974, pp. 651-66; Johanna von 

G
ottfried, “A

 M
atter of C

ontext: E
arly M

edieval U
se of 
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O
rigen’s D

iscussion of the A
rts,” A Journal of M

edieval 
and R

enaissance S
tudies,  8, no. 1, 1977, pp. 15-26; 

M
arguerite H

arl, “Les trois livres de Salom
on et les 

trois parties de la philosophie dans les prologues des 
C

om
m

entaries sur le C
antique des cantiques (d’O

rigéne 
aux C

haînes exégétiques grecques),” in T
exte und 

Textkritik,  Berlin: Akadem
ie Verlag, 1987, pp. 249-269.

（
８
）
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
『
雅
歌
註
解
』
に
お
い
て
、
倫
理
学
、
自
然
学
、

観
想
学
、
論
理
学
（
な
い
し
は
理
性
と
言
語
に
関
わ
る
学
問
）
の

四
学
問
を
主
要
な
学
問
分
類
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
四
世
紀

以
降
、
少
な
く
と
も
語
彙
の
う
え
で
は
、
神
に
関
す
る
学
問
（
オ

リ
ゲ
ネ
ス
の
区
分
で
は
観
想
学
に
相
当
）
とlogica

を
同
一
視

す
る
傾
向
が
現
れ
る
。
例
え
ば
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
や
そ
れ
を
引
用

し
た
イ
シ
ド
ル
ス
の
著
作
に
は
、“de logica, pro qua nostri 

theologicam
 sibi uindicant”

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
（
両
者

と
も
写
本
に
よ
っ
て
はtheologia

がtheoretica
と
な
っ
て
い
る

例
も
あ
る
）。H

ieronym
us, E

pistola , XXX, i, 1, CSEL 54, 
p. 243; Isidorus, E

tym
ologiae , II, xxiv, 8. 

こ
の
傾
向
は
、
ア

ル
ク
ィ
ン
や
ラ
バ
ヌ
ス
・
マ
ウ
ル
ス
、
オ
ー
タ
ン
の
ホ
ノ
リ
ウ
ス

ら
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。Alcuin, D

e dialectica , PL 
101, col. 952C

; R
abanus M

aurus, D
e universo , PL 111, 

col. 416C
; H

onorius of A
utun, In Psalm

os , PL 172, col. 
270B

. 

他
方
、
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
と
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
倫
理

学
、
自
然
学
に
連
な
る
第
三
の
学
問
と
し
て
、
各
々“m

ystica”

や“contem
plativa(theorica)”

を
挙
げ
て
い
る
。Am

brosius, 
E

xplanatio Psalm
i , XXXVI, 1, CSEL 64, p. 70f.; G

regorius 
M

agnus, In C
anticum

 canticorum
, 9, CCSL 144, p. 12.

（
9
）Cassianus, C

onlationes , C
SEL 13. 

次
の
羅
仏
対
訳
（
Ｓ
Ｃ

版
）
も
参
照
。E. Pichery, (ed.), Jean C

assien, C
onférences , 

2
vols., SC 54, Paris: Les Éditions du Cerf., 1958.

（
10
）θεωρητική/theoretica

に
は
と
く
に
多
く
の
ラ
テ
ン
語
訳
が
存
在

し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
倫
理
学
や
政
治
学
な
ど
実
際
の
行

動
を
と
も
な
う
実
践
的
哲
学
と
の
対
比
に
お
い
て
、
自
然
学
や
数
学
、

形
而
上
学
な
ど
を
包
括
す
る
思
弁
的
な
学
問
領
域
と
し
てθεωρητική

を
措
定
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
の
神
に
対
す

る
学
問
も
包
括
す
る
区
分
と
捉
え
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
区
分
法

を
後
世
に
伝
え
た
カ
ッ
シ
オ
ド
ル
ス
や
イ
シ
ド
ル
ス
ら
はθεωρητική

の
ラ
テ
ン
語
訳
に“inspectiva”

「
思
弁
的
（
哲
学
）」
を
用
い
、

ま
た
セ
ネ
カ
や
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ラ
ン
の
エ
ウ
ケ
リ
ウ
ス

（Eucherius of Lyon, c. 380-c. 449

）
な
ど
は“contem

plativa”

「
観
想
的
（
哲
学
）」、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
さ
ら
に“speculativa”

「
観

照
的
（
哲
学
）」
と
い
う
訳
語
も
与
え
た
。
本
邦
訳
で
は
、
文
脈
に
合

わ
せ
て
、
こ
れ
ら
中
性
名
詞
の
あ
と
に
「
哲
学
」
な
い
し
は
「
学
問
」

を
補
っ
て
訳
出
し
て
い
る
。Cassiodorus, Institutiones,  II, iii, 

6-7, p. 111f.; Isidorus, E
tym

ologiae , II, xxiv, 3; C
eneca, 

E
pistulae , X

C
V

, 10, L. D
. R

eynolds (ed.), L
. A

nnaei 
Senecae Ad Lucilium

 epistulae m
orales , vol. 2

, O
xford: 

C
larendon Press, 1965, p. 384; A

ugustinus, D
e civitate 

D
ei , V

III, 4, C
SE

L 40, pp. 358-60; E
ucherius of Lyon, 

Form
ulae sapiritalis intellegentiae, Praef. C

C
SL 66, p. 4; 

Boethius, Isag. com
m

., editio prim
a , I, 3, pp. 7-9. 

以
下
も

参
照
。Thesaurus linguae Latinae , vol. 4, “contem

plativus,” 
col. 649; Ibid, vol. 7/1, “inspectivus,” col. 1945; D

ahan, 
“O

rigène et Jean Cassien...,” p. 146.
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（
11
）C

onlationes , XIV, viii, CSEL, pp. 404-407; SC, pp. 182-
207.

（
12
）“Prim

a πρακτική, id est actualis, quae em
endatione 

m
orum

 et uitiorum
 purgatione perficitur.”C

onlationes , 
XIV

, ii, 1, CSEL, p. 399; SC, p. 184. 

な
お
、
下
位
区
分
に
関

す
る
箇
所
は
『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
）
似
た
よ
う
な
区
分
論
は
ラ
ン
の
エ
ウ
ケ
リ
ウ
ス
に
も
確
認
さ
れ

る
。
彼
は
「
わ
れ
ら
が
宗
教
の
あ
ら
ゆ
る
学
問
」（O

m
nis autem

 
disciplina nostrae religionis

）は「
二
重
の
知
識
の
泉
」（duplicis 

scientiae fons

）、
す
な
わ
ち
「
実
践
的
哲
学
」
と
「
理
論
的
哲
学

／
観
想
的
哲
学
」
か
ら
生
じ
た
と
述
べ
、
後
者
を
「
歴
史
的
議
論
」

（historica disputatio

）
と
「
霊
的
理
解
」
に
分
け
て
い
る
。

（
14
）
聖
書
の
解
釈
技
法
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。H

enri de Lubac, 
E

xégèse m
édiévale: les quatre sens de l'E

criture , 3
vols., 

Paris: Aubier, 1959-64.

（
15
）“Lettera gesta docet, quid credas allegoria, m

oralis quid 
agas, quo tendas anagogia.” A

ugustinus of D
acia, R

otus 
pugillaris , I, (ed.) A. W

alz, Angelium
, 6, 1929, p. 256. 

し

ば
し
ば
、
歴
史
は
文
字
（littera

）
に
、
比
喩
は
道
徳
（m

oralis

）

に
換
言
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

（
16
）
理
論
的
哲
学
の
下
位
区
分
と
し
て
現
れ
る
神
学
（theologia

）
と

い
う
語
彙
は
、
少
な
く
と
も
初
期
中
世
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
神

学
の
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
自
身
の
形
而
上
学
（m

etaphysica

）
に
相
当
す
る
学
問
と

し
てtheologia

を
措
定
し
て
お
り
、
中
世
に
お
い
て
は
そ
の
残
滓

と
し
て
枠
組
み
の
み
が
残
っ
て
い
た
と
言
え
る
。theologia

が
キ
リ

ス
ト
教
神
学
を
指
す
現
代
的
な
意
味
で
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
一
二
世
紀
の
ア
ベ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
以
降
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

Aim
é Solignac, “Théologie. Le m

ot et sa signification,” in 
D

ictionnaire de spiritualite , vol. 15, Paris: B
eauchesne, 

1991, pp. 463-87.

（
17
）
論
理
学
を
弁
証
法
、
演
示
法
、
詭
弁
法
の
三
つ
に
区
分
す
る
方
法

の
典
拠
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
ト
ピ
カ
註
解
』（In C

iceronis 
topica com

m
entorum

）
お
よ
び
『
ト
ピ
カ
の
差
異
に
つ
い
て
』（D

e 
topicis differentiis

）
に
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
は

な
い
。Boethius, C

ic. top. com
m

., PL 64, col. 1040-1074; 
D

e top.  diff ., PL 64, col. 1073-1216.

（
18
）
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、Pierre H

adot, “La logique, partie 
ou instrum

ent de la philosophie?,” in C
om

m
entaire sur 

les C
atégories , Leiden: Brill, 1990, pp. 183-88.

（
19
）
哲
学
を
理
論
的
哲
学
、
実
践
的
哲
学
、
論
理
学
の
三
部
門
に
区

分
す
る
方
法
は
、
九
世
紀
以
前
に
は
明
確
な
単
一
の
典
拠
が
確
認

出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
『
ポ
ル
フ
ュ
リ

オ
ス
註
解
（
第
一
・
第
二
公
刊
本
）』
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
的
区
分
法
に
従
い
つ
つ
も
、
論
理
学
を
哲
学
の
一
部
と
し
て

組
み
込
み
う
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。B

oethius, 
Isag. com

m
. ed. prim

a , I, 3-4, pp. 7-9; ed. secunda , CSEL 
48, pp. 140-43. 

な
お
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
区
分
法
に
依
拠
し

つ
つ
も
、
論
理
学
を
哲
学
の
一
部
と
考
え
る
思
想
は
一
二
世
紀
以

降
に
大
き
く
普
及
す
る
。
例
え
ば
、
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
の
フ
ー

ゴ
（H

ugh of St. V
ictor, c. 1096-1141

）
の
『
デ
ィ
ダ
ス

カ
リ
コ
ン
』（D

idascalicon

）
に
お
け
る
区
分
論
は
有
名
で
あ

る
。D

idascalicon , II, 1-3, C
. H

. B
uttim

er (ed.), H
ugonis 

de S
ancto V

ictore D
idascalicon de studio legendi , 
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W
ashington, D

.C
.: The C

atholic U
niversity Press, 1939, 

p. 12-22. 

フ
ー
ゴ
は
実
践
的
哲
学
、
理
論
的
哲
学
、
論
理
学
に
加

え
、
機
械
学
（m

echanica

）
も
哲
学
の
一
部
に
加
え
て
い
る
。cf. 

W
eisheipl, “Classification of the Sciences...”, pp. 65-67.

（
20
）M

ünchen, B
ayerische Staatsbibliothek, C

lm
 6407, ff. 

82r-89v. <http://daten.digitale-sam
m

lungen.de/~db/0003/
bsb00036088/im

ages/> 

以
下
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
が

存
在
す
る
場
合
は
そ
の
ア
ク
セ
ス
先
も
記
載
す
る
。
ア
ク
セ
ス
日
は

す
べ
て
二
〇
二
〇
年
六
月
。

（
21
）Bernhard Bischoff, D

ie Südostdeutschen Schreibschulen 
und B

ibliotheken in der K
arolingerzeit , 3rd ed., 

W
iesbaden: O

. H
arrassow

itz, 1974, p. 149f. 

次
も
参
照
。

E
. A

. L
ow

e (ed.), C
od

ices L
atin

i A
n

tiqu
iores: a 

Palaeographical G
uide to Latin M

anuscripts Prior to 
the N

inth C
entury , O

xford: Clarendon Press, 1934-1966, 
no. 1282; H

einz Löw
e, “Zur G

eschichte W
izos,” D

eutsches 
Archiv für G

eschichte des M
ittelalters , 6, 1943, pp. 363-73.

（
22
）Susan A. K

eefe, A C
atalogue of W

orks Pertaining to the 
E

xplanation of the C
reed in C

arolingian M
anuscripts , 

Turnhout: Brepols, 2012, p. 279f. 

よ
り
詳
細
な
写
本
の
構
成

に
つ
い
て
は
、G
ünter G

lauche, K
atalog der lateinischen 

H
andschriften der B

ayerischen S
taatsbibliothek 

M
ünchen: D

ie P
ergam

enthandschriften aus dem
 

D
om

kapitel Freising , vol. 2: C
lm

 6317-6437, W
iesbaden: 

H
arrassow

itz, 2011, pp. 206-11.

（
23
）London, British Library, Royal 7

D
 II, ff. 3r-9v. <http://

w
w

w
.bl.uk/m

anuscripts/FullD
isplay.aspx?ref=R

oyal_

M
S_7_D

_II/> 

写
本
の
構
成
に
つ
い
て
は
、G

eorge F. W
arner 

and Julius P. G
ilson, C

atalogue of W
estern M

anuscripts 
in the O

ld R
oyal and K

ing’s C
ollections , vol. 1, London: 

British M
useum

, 1921, pp. 185-88.

（
24
）G

ilbert D
ahan, “O

rigène et Jean Cassien dans un ‘Liber 
de philosophia Salom

onis,’” Archives d’histoire doctrinale 
et littéraire du m

oyen âge , 52, 1985, pp. 135-62.

（
25
）Bischoff, “Eine Verschollene Einteilung...,” pp. 5-20; M

artin 
G

rabm
ann, G

eschichte der scholastischen M
ethode , vol. 2, 

Freiburg: H
erber, 1911, p. 43; 

岩
熊
氏
は
こ
れ
ら
の
校
訂
を
オ

ン
ラ
イ
ン
上
に
公
開
し
て
い
る
。<w

w
w

.s.fpu.ac.jp/iw
akum

a/
Transc/Trifarie1.pdf>; 
<w

w
w

.s.fpu.ac.jp/iw
akum

a/Transc/Trifarie2.pdf>

（
26
）Paris, B

ibliothèque N
ationale de France, lat. 1873, ff.

109r-110r, s. XII. 
< https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b9076504g/>

（
27
）Paris, Bibliothèque N

ationale de France, lat. 11130, ff. 
85r-86r, s. XII. 
< https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90783972/>

（
28
）Paris, Bibliothèque N

ationale de France, lat. 18275, ff.
20v, s. XII. 
< https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90672121/>

（
29
）Sankt G

allen, Stiftsbibliothek, Cod. Sang, 251, pp. 183-
185, s. IX. cf. O

’D
aly, “D

iagram
s of K

now
ledge...,” pp. 93-

96. 
<https://w

w
w

.e-codices.unifr.ch/en/list/one/csg/0251/>

（
30
）Leiden, Bibliotheek der U

niversiteit, B
.P.L. 28, ff. 1r-
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2v, s. IX. cf. Ibid.  
<https://socrates.leidenuniv.nl/view

/item
/1652555/>

（
31
）G

lauche, K
atalog der lateinischen H

andschriften ..., pp.
206-11. 

な
お
、『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
の
書
』（Liber de 

philosophia Salom
onis

）
と
い
う
表
題
は
両
写
本
と
も
書
か
れ

て
い
な
い
。
一
六
―
一
七
世
紀
に
Ｌ
写
本
を
所
有
し
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
の
数
学
者
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ー
（John D

ee, 1527-c. 1679

）
の

蔵
書
目
録
に
は“D

e philosophia Salom
onis”

と
書
か
れ
て
お

り
、
慣
習
的
に
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。J. O

. H
alliw

ell (ed.), 
The Privete D

ialy of D
r. John D

ee, and the C
atalogue 

of his Library of M
anuscripts , London: The C

am
den 

Society, 1842, p. 84, no. 166. cf. D
ahan, “O

rigène et Jean 
C

assien...,” p. 135f.

（
32
）
本
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
目
下
準
備
中
の
拙
稿
に
お
い
て
、
よ

り
詳
細
な
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
33
）<

h
ttp

://w
w

w
.s.fp

u
.a

c.jp
/iw

a
k

u
m

a
/T

ra
n

sc/
M

uenchenClm
6407.pdf> 

岩
熊
氏
の
校
訂
で
は
、
こ
の
テ
ク
ス

ト
は
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
『
雅
歌
註
解
』
序
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
34
）［ 

］
内
に
岩
熊
氏
に
よ
る
校
訂
の
章
節
分
割
を
示
す
。
ま
た
、
オ

リ
ゲ
ネ
ス
と
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
か
ら
の
引
用
箇
所
は
註
に
附
記
す
る

が
、
す
べ
て
の
箇
所
が
逐
語
的
な
引
用
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と

は
留
意
さ
れ
た
い
（
と
く
に
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
cf.
と
し
て
示
す
）。
正
確
な
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
岩
熊
氏

や
ダ
ハ
ン
の
校
訂
を
参
照
の
こ
と
。
訳
出
に
際
し
て
、
基
本
的
に
は

す
べ
て
筆
者
の
訳
に
な
る
が
、
引
用
部
分
に
つ
い
て
は
以
下
の
現
代

語
訳
も
参
考
に
し
た
。〔
小
高
毅
訳
〕『
雅
歌
註
解
・
講
話
』（
創
文
社
、

一
九
七
二
年
）、
お
よ
び
前
出
の
羅
仏
対
訳
（
Ｓ
Ｃ
版
）
も
参
照
。
聖

書
か
ら
の
引
用
に
関
し
て
は
新
共
同
訳
に
従
っ
た
が
、
一
部
本
文
に

合
わ
せ
て
改
変
し
た
。

（
35
）
た
だ
し
、
Ｍ
写
本
と
Ｌ
写
本
の
校
訂
は
岩
熊
氏
と
ダ
ハ
ン
が
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
て
行
っ
て
お
り
、
そ
の
比
較
校
訂
は
未
だ
為
さ
れ
て
い

な
い
。

（
36
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 14, Baehrens, p. 77f.; 

SC, pp. 136-39.

（
37
）
Ｍ
写
本
で
は“ad eternam

 et perpetuam
”

と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｌ
写
本
の“ad eterna et perpetua”

を
採
っ
た
。

（
38
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 15, Baehrens, p. 78; SC,

 p. 138f.

（
39
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 16, B

aehrens, p. 78; 
SC, pp. 138-141.

（
40
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 8, B

aehrens, p. 76; SC, 
p. 133f.

（
41
）「
真
の
哲
学
」（vera philosophia[ἀγήτης φιλοσοφία]

）
と
は
、

ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
知
恵
の
優
越
を
主
張
す
る

文
脈
に
お
い
て
、
後
者
を
指
す
言
葉
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

早
く
は
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
師
に
あ
た
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ

メ
ン
ス
（C

lem
ens of Alexandoria, c. 150-c. 215

）
の
『
ス
ト

ロ
マ
テ
イ
ス
』（Strom

ateis

）に
見
ら
れ
る
。Strom

ateis , I, xxi, 2; 
V, cxli, 4. 

〔
秋
山
学
訳
〕『
ス
ト
ロ
マ
テ
イ
ス
（
綴
織
）』（
教
文
館
、

二
〇
一
八
年
）、
一
八
頁
。
以
下
も
参
照
。Brésard and Crouzel, 

“La vraie philosophie,” in C
om

m
entaire , p. 756f. 

よ
り
全

般
的
に
は
、G

iulio d’O
nofrio, Vera Philosophia: Studies in 

Late Antique, E
arly M

edieval, and R
enaissance C

hristian 
Thought , (trans.), John G

avin, Turnhout: B
repols, 2008.
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（
42
）
Ｍ
写
本
で
は“uere philosophiae fundam

enta ponentem
ad ordine...quod non latuerit”

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
写
本
の

“u
ere ph

ilosoph
iae fu

n
dam

en
ta pon

en
tem

 et 
ordinem

...quod non latuerit”

を
採
っ
た
。

（
43
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 9, Baehrens, p. 76f.; SC,

 p. 134f.

（
44
）
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
こ
こ
で
、
神
的
な
事
柄
に
関
わ
るsapientia

に
対
置
さ
れ
る
、
人
間
的
な
い
し
は
物
質
的
なscientia

お
よ
び

disciplina

に
つ
い
て
の
別
の
理
解
と
し
て
、prudentia

を
挙
げ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
シ
ド
ル
ス
は
『
言
葉
の
差
異
に
つ
い
て
』

（D
e differentiis verborum

）
に
お
い
て
、scientia

が
現
世
的
な

事
柄
を
思
案
す
る
の
に
対
し
、sapientia

は
永
遠
的
な
事
柄
を
観
想

す
る
た
め
に
区
別
さ
れ
、
さ
ら
に
、scientia

お
よ
びprudentia

は
人
間
的
活
動
に
関
わ
る
が
ゆ
え
、
神
に
関
わ
るsapientia

と
区

別
さ
れ
る
と
考
え
る
者
も
い
た
と
述
べ
て
い
る
。D

e diff. verb ., 
PL 83, II, xxxviii, 147. 

こ
れ
ら
の
語
彙
の
親
近
性
と
差
異
に
つ

い
て
は
、Teeuw

en, The Vocabulary of Intellectual Life ..., 
pp. 358-360; Joseph W

. K
oterski, A

n Introduction to 
M

edieval Philosophy: B
asic C

oncepts , Chichester: W
iley-

B
lackw

ell, 2009, pp. 11-37.

（
45
）
Ｍ
写
本
で
は“post quam

”

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
写
本
の“per 

quam
”

を
採
っ
た
。

（
46
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 10, Baehrens, p. 77; SC, 

p. 134f.

（
47
）
Ｍ
写
本
で
は“uitam

 suam
 m

oderacius liberat”

と
な
っ
て
い

る
が
、
Ｌ
写
本
の“uitam

 suam
 m

oderatius librat”

を
採
っ
た
。

（
48
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 11, Baehrens, p. 77; SC, 

pp. 134-137.

（
49
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 12, Baehrens, p. 77; SC, 

p. 136f.

（
50
）
Ｍ
写
本
で
は“pulsauerit ostium

 sapiens”

と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｌ
写
本
の“pulsauerit ostium

 sapientiae”

を
採
っ
た
。

（
51
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 13, Baehrens, p. 77; SC, 

p. 136f.

（
52
）
Ｍ
写
本
で
は“cor qui postea...explanare”

と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｌ
写
本
の“cor qui potest...explanare”

を
採
っ
た
。

（
53
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 22, Baehrens, p. 79; SC, 

p. 142f.

（
54
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 23, Baehrens, p. 79; SC, 

p. 142f.

（
55
）cf. C

ollationes , XIV
, viii, 1, C

SE
L, p. 404; SC

, p. 189f. 

『
談
話
集
』
原
典
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
が
多
く
含
ま
れ
る
。

（
56
）cf. lbid. 

『
談
話
集
』原
典
に
は
見
ら
れ
な
い
表
現
が
多
く
含
ま
れ
る
。

（
57
）『
ソ
ロ
モ
ン
の
哲
学
』
で
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
談
話
集
』

原
典
で
は
と
く
に
「
習
慣
の
矯
正
」（em

endatio m
orum

）
と

「
悪
徳
の
浄
化
」（vitiorum

 purgatio

）
が
実
践
的
哲
学
に
属
す
る

下
位
区
分
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。C

ollationes , XIV
, viii, 1, 

CSEL, p. 406; SC
, p. 189f.

（
58
）
こ
の
節
は
『
談
話
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
59
）cf. C

ollationes , XIV
, viii, 1, C

SEL, p. 406; SC
, p. 189f.

（
60
）C

ollationes , XIV
, viii, 7, C

SEL, p. 406f.; SC
, p. 192f.

（
61
）cf. C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 3, B

aehrens, p. 75f.; 
SC, p. 130f.

（
62
）
Ｍ
写
本
で
は“corporeum

 supergredim
ur aspectum

”

と
な
っ
て
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い
る
が
、
Ｓ
Ｃ
版
の“corporeum

 supergrediuntur aspectum
”

を
採
っ
た
。

（
63
）「
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
（
…
）
直
視
す
る
か
ら
で
あ
る
」“qua 

supergressi visibilia de divinis aliquid et caelestibus 
contem

plam
ur, eaque m

ente sola intuem
ur, quoniam

 
corporeum

 supergrediuntur adspectum
”

と
い
う
一
節
は

オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
由
来
す
る
が
（C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., 

iii,3

）、
カ
ッ
シ
オ
ド
ル
ス
の
『
聖
俗
学
問
綱
要
』
や
イ
シ
ド
ル
ス

の
『
語
源
考
』
に
も
直
接
的
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
初
期
中
世
に
お

け
る
理
論
的
哲
学
（
思
弁
的
哲
学
／
観
想
的
哲
学
）
の
標
準
的
な

解
説
と
し
て
頻
繁
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。cf. Cassiodorus, 

Institutiones , II, iii, 6, p. 111; Isidorus, E
tym

ologiae , 
II, xxiv, 11; A

lcuin, D
e dialectica , PL 101, col. 952C

; 
R

abanus M
aurus, D

e universo , PL 111, col. 416C. 

『
ソ
ロ

モ
ン
の
哲
学
』
に
お
い
て
は
、「
霊
的
理
解
」
の
説
明
と
し
て
転
用
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
部
分
は
Ｌ
写
本
に
は
筆
写
さ
れ
て
い
な
い
。

（
64
）
Ｍ
写
本
で
は“allegoria, id est fugata”

と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｌ
写
本
の“allegoria, id est figurata”

を
採
っ
た
。

（
65
）C

ollationes , XIV, viii, 4, CSEL, p. 405; SC, p. 191f.

（
66
）C

ollationes , XIV, viii, 5, CSEL, p. 405f; SC, p. 191f.;viii, 
2, p. 190f.

（
67
）C

ollationes , XIV, viii, 3, CSEL, p. 405; SC, p. 190f.

（
68
）lbid.

（
69
）C

ollationes , XIV, viii, 7, CSEL, p. 406f.; SC, p. 192f.

（
70
）C

ollationes , XIV, viii, 4, CSEL, p. 405; SC, p. 191f.

（
71
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 1, Baehrens, p. 75; SC, 

p. 128f.

（
72
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 1, Baehrens, p. 75; SC, 

p. 128f.

（
73
）
Ｍ
写
本
で
は“poptice”

、
Ｌ
写
本
で
は“theorica”

と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
本
論
解
説
の
註
五
を
参
照
。

（
74
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 1, B

aehrens, p. 79; SC, 
p. 128f.; iii, 2, B

aehrens, p. 79; SC, pp. 128-131.

（
75
）『
雅
歌
註
解
』
を
通
じ
て
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
言
及
し
て
い
るlogica

は
、

厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
「
論
理
学
」
と
は

異
な
り
、
こ
こ
で
は
言
語
全
般
の
規
則
を
扱
う
学
問
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
る
。cf. H

enri Crouzel, O
rigène: et la “connaissance 

m
ystique ”, Paris: D

esclée de B
rouw

er, 1961, pp. 249-253; 
P. W

. M
artens, O

rigen and Scripture: the C
ontuors of the 

E
xegetical Life , O

xford: O
xford U

niversity Press, 2012, 
pp. 77-79. 

ル
フ
ィ
ヌ
ス
はlogica

の
訳
語
と
し
てrationalis

を

充
て
て
い
る
が
、
こ
れ
はλόγος

が
ラ
テ
ン
語
のserm

o

とratio

の
二
つ
の
意
味
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
、
こ
の
う
ち
の

ratio

が
形
容
詞
化
さ
れlogica

の
ラ
テ
ン
語
訳
と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
の
『
語
源
考
』
に
お
け
る
記

述
を
参
照
。“D

icta autem
 logica, id est rationalis. Logos 

enim
 apud G

raecos et serm
onem

 significat et rationem
.” 

E
tym

ologiae , II, xxiv, 7. 

学
問
区
分
に
お
け
るlogica

を

rationalis

と
訳
す
伝
統
は
広
く
受
容
さ
れ
、
例
え
ば
、
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
は
、「
…
ラ
テ
ン
語
の
こ
の
名
称
（logica

）
は
、
今
日

の
多
く
の
著
作
家
の
あ
い
だ
で
はrationalis

と
呼
ば
れ
て
い
る
」

と
証
言
し
て
い
る
。“C

uius una pars appellaretur physica, 
altera logica, tertia ethica (quarum

 nom
ina Latina 

iam
 m

ultorum
 litteris frequentata sunt, ut naturalis, 
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rationalis m
oralisque uocarentur).” D

e civitate D
ei , XI, 

25, p. 548.

（
76
）
古
代
の
論
理
学
を
巡
る
論
争
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本

論
の
解
説
を
参
照
。

（
77
）
Ｍ
写
本
で
は“figuras...doctorum

”

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
写

本
の“figuras...dictorum

”

を
採
っ
た
。

（
78
）
Ｍ
写
本
で
は“non tam

 separari quam
 inseri ceteris 

conuenit et intexit”
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
写
本
の“...conuenit 

et intexi”

を
採
っ
た
。

（
79
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 3, Baehrens, p. 75; SC, 

p. 130f.

（
80
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 4, Baehrens, p. 75f.; SC, 

p. 130f.

（
81
）
神
か
ら
受
け
た
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
知
恵
を
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
が
剽

窃
し
て
己
が
も
の
と
し
た
と
い
う
論
調
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

の
ク
レ
メ
ン
ス
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。Strom

ateis,  I, xvii, 2. 

邦

訳
、
七
〇
頁
。
中
世
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
』（D

e doctrina christiana

）

で
も
、
同
様
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。D

e doct. christ ., II, 
xl, 60, CSEL 80, 75f. 

以
下
も
参
照
。Brésard and Crouzel, 

“Les G
recs «voleurs de la philosophie barbare»,” in 

C
om

m
entaire , p. 755f.

（
82
）
Ｍ
写
本
で
は“priora inuenta”

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
写
本
の

“propria inuenta”

を
採
っ
た
。

（
83
）
校
訂
で
は“volum

inibus com
prehensa posteris, quoque 

tradenda”

と
な
っ
て
い
る
が
、
カ
ン
マ
の
位
置
を
変
え
、

“volum
inibus com

prehensa, posteris quoque tradenda”

と

し
て
訳
出
し
た
。

（
84
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 5, B

aehrens, p. 76; SC, 
p. 132f.

（
85
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 6, B

aehrens, p. 76; SC, 
p. 132f.

（
86
）
Ｍ
写
本
で
は“ut docuit”

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
写
本
の“ut 

decuit”

を
採
っ
た
。

（
87
）
Ｍ
写
本
で
は“succinctir...breuibusque sententiis”

と
な
っ

て
い
る
が
、
Ｌ
写
本
の“succincitis... breuibusque sententiis”

を
採
っ
た
。

（
88
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 6, B

aehrens, p. 76; SC, 
p. 132f.

（
89
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 7, B

aehrens, p. 76; SC, 
p. 132f.

（
90
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 17, Baehrens, p. 78; SC,

pp. 138-141.

（
91
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 18, Baehrens, p. 78; SC, 

p. 140f.

（
92
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 19, B

aehrens, p. 78f.; 
SC, p. 140f.

（
93
）
Ｍ
写
本
で
は“scala in caelum

 porrecta”

と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｓ
Ｃ
版
の“scalas in caelum

 porrectas”

を
採
っ
た
。

（
94
）C

om
m

. in C
ant. cant ., Prol., iii, 20, Baehrens, p. 79; SC, 

p. 140f. 

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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※
訂
正

　
本
史
料
紹
介
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
一
五
九
頁
下
段
・
一
四
行
目
〉

　（
誤
）
希
：ῥητορική
　

　（
正
）
希
：διαλεκτική

〈
一
六
〇
頁
上
段
・
七
行
目
、
同
下
段
・
一
八
行
目
〉

　（
誤
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
州
立
図
書
館
　

　（
正
）
在
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館

　
以
上
の
誤
り
を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

著
者


